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１． 論文の背景と目的
　現代社会においては「自己責任」、「自己決定」
などの議論に見られるように、主体としての「個
人」に重きが置かれるようになっており、「個」
の便利さや快適さを追求していくことで、社会全
体の「幸福」を実現する思考が強まっているとい
える。にもかかわらず、社会は「幸福」になるど
ころか、「ニート」、「ひきこもり」、「こころの病・
自殺の増加」といった、新たに深刻な問題を抱え
るようになり、社会全体に「生きづらさ」を生み
出していく結果となった。それは、一見して問題
があるようには見えない「普通」の子どもたちの
中でも顕著にあらわれ、深刻さを増している。
　こうした子どもたちが抱える「生きづらさ」に
対して、教育、精神保健など様々な分野において
調査研究が行われており、関心が向けられるよう
になったが、その学術的な共通定義はなく、具体
的な支援の枠組みもないのが現状である。
　これを受けて、本論文では、特に問題があるよ
うには見えないにもかかわらず、日常生活の中で
苦しみを感じている子どもたちを「『生きづらさ』
を抱える『普通』の子どもたち」と称し、そうし
た子どもたちが抱える「生きづらさ」とは一体ど
のような性質を有するものであって、どのように
して発生してくるものなのかについて考察するこ
とを第一の目的とする。そして、その結果を踏ま
え、子どもたちが抱える「生きづらさ」に対して、
精神科的問題の発生の予防という観点から、国民
全体の精神保健の保持・向上に資する役割も担う
精神保健福祉士が関わっていく意義を検討するこ
とを第二の目的とする。
２． 先行研究レビュー
　社会福祉学、社会学、心理学の三方面から文献
調査・分析を行った結果、現代の子どもが抱え
る「生きづらさ」とは、①障害、疾病、貧困、虐
待、不登校、非行などといった明確な、そして合
理的な理由がないにもかかわらず、日常生活の中
に困難を感じることであり、②生得的なものでは
なく、社会や地域、集団を含めた他者との関係性
やコミュニケーションなど、個人と環境の相互作
用の中で生まれるものであるということ、③社会
的要因による自尊心の低さにその一因があること、
④時として、自傷行為や他者への攻撃、精神科的
問題に結び付く可能性があるものである、という
４点が上記３つの学問分野で共通していることが
理解できた。
　しかし、このような共通点がある一方で、どの
先行研究においても子どもたちが抱える「生きづ
らさ」の具体的定義の確立や発生メカニズムの考
察には至っておらず、「生きづらさ」を招く一因
に何があると考えられるのか、様々な論考に断片
的に散らばっているものの、それらがどのように
作用し合っているのかは記されていなかった。
３． 「普通」の子どもたちが抱える「生きづら
さ」とは何か
　先行する各分野における知見の相互関連を分
析した上で、「普通」の子どもの「生きづらさ」
に関する暫定的定義を行った。「普通」の子ども
たちが抱える「生きづらさ」とは、「障害、疾病、
貧困、虐待、不登校、非行などといった明確な、
そして合理的な理由がないにもかかわらず、日常
生活の中に困難を感じることであり、それ故に他
者からは理解され難く、自分自身でも理解しにく
いもの」であり、「その困難さは生得的なもので
はなく、社会や地域、集団を含めた他者との関係
性やコミュニケーションなど、個人と環境の相互
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作用の中で生まれ、この相互作用の中で循環して
いるようなダイナミックなものであって、一過性
のものである可能性、個人の成長につながってい
く可能性もあるが、場合によっては持続し、抑う
つ、自傷行為、自殺行為といった精神科的問題に
つながるなど、その後の個人の成長・人生に何ら
かの影響を及ぼす可能性があるもの」とする（以
下、図参照）。
４．精神保健福祉士が本件に関わっていく意義
　「普通」の子どもたちが抱える「生きづらさ」
を精神保健福祉領域で扱っていく意義を、先駆
的に若者向けの精神科早期支援事業を行っている
YMSC MIE（ユース・メンタルサポートセンター
みえ）の精神保健福祉士の活動をもとに考察した。
その結果、「生きづらさ」への支援に当たっては、
①予防的意義、②ソーシャルアクション、③若者
（子どもたち）がつながりやすい精神保健福祉サー
ビス構築の意義の３つの意義を見出すことができ
た。
　また、包括的・継続的な支援を行うための他職
種によるチームアプローチやアウトリーチの実践、
①～③の事柄を結び付け、より良い支援を行う上
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でも、精神保健福祉士が持つパイプ機能が有効で
あり、ここにも意義を見出すことができるだろう。
５．今後の課題
　本論文は、「普通」の子どもたちが抱える「生
きづらさ」には不明確な障壁が存在し、それ故
に苦しみを覚えることを受けて、それを明確にし、
精神保健福祉領域で扱っていく意義についても述
べたが、そこには障壁やメカニズムを明確にする
ことによって、自ら子どもたちに「生きづらさ」
というラベリングを行ってしまうという自己矛盾
が生じている。
　また、学校を基盤としたソーシャルワークとし
て既にスクールソーシャルワーカーが存在して
いる。精神保健福祉士が学校現場や地域にアウト
リーチを実施するにあたって、双方がどのような
役割を持っているのか区別し、本件に対して精神
保健福祉士が発揮できる専門性とは何かを整理す
る必要がある。
　加えて、今回は「生きづらさ」を抱える「普通」
の子どもたちを支援するための具体的枠組みの確
立までには言及できなかった。これらの３点を今
後の課題とする。
